
通院等に限定されていた用途の撤廃へ

重度心身障害者タクシー料金助成を拡充

令和６年度一般会計予算（当初・補正）・令和５年度一般会計予算（補正）の審査概要 
《予算決算審査特別委員会》

令
和
６
年
度　

当
初
予
算

重
度
心
身
障
害
者
援
護
事
業

Ｑ 

重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
券
の
利
用
用
途
の
拡
充
内
容
は
。

Ａ 

令
和
６
年
度
よ
り
利
用
用
途
を
撤
廃

し
、
何
の
用
途
に
で
も
使
え
る
よ
う

に
な
る
。

Ｑ 

助
成
券
の
発
行
枚
数
は
増
え
る
か
。

Ａ 

基
本
の
発
行
枚
数
は
変
わ
ら
な
い
が
、

人
工
血
液
透
析
患
者
の
方
は
通
院
だ

け
で
使
い
終
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、

社
会
参
加
分
と
し
て
24

枚
を
追
加
す

る
。

健
康
長
寿
を
祝
う
事
業

Ｑ 

令
和
６
年
度
か
ら
の
お
祝
い
方
法
は
。

Ａ 

集
合
形
式
の
祝
う
会
で
は
な
く
、
敬

老
新
聞
を
発
行
し
、
こ
れ
に
お
出
か

け
ク
ー
ポ
ン
の
添
付
を
考
え
て
い
る
。

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

Ｑ 

災
害
情
報
の
可
視
化
と
は
。

Ａ 

災
害
時
に
投
稿
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
等

を
Ａ
Ｉ
分
析
し
、
ス
マ
ー
ト
マ
ッ
プ

上
で
可
視
化
す
る
予
定
。
投
稿
者
は

職
員
や
市
民
等
、
段
階
的
な
拡
大
を

検
討
す
る
。

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

Ｑ 

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を
設
置
す
る
家

庭
へ
の
費
用
を
補
助
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
設
置
に
よ
る
効
果
は
。

Ａ 

宅
地
の
雨
水
を
タ
ン
ク
に
貯
留
し
た

り
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
流

域
全
体
で
、
排
水
先
の
水
路
や
河
川

へ
の
負
担
軽
減
、
地
下
水
の
涵
養
等

に
繋
が
る
。

出
会
い
・
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業

Ｑ 

補
助
金
の
対
象
と
内
容
は
。

Ａ 

婚
姻
日
時
点
で
39

歳
以
下
の
夫
婦
を

対
象
に
住
宅
取
得
費
、
賃
貸
料
、
転

居
費
、
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
を
補
助
す
る
。

　

補
助
額
の
上
限
は
29

歳
以
下
で
60

万

円
、
30

歳
代
は
30

万
円
と
す
る
。

令
和
６
年
度　

補
正
予
算

道
路
施
設
補
修
費

Ｑ 

２
月
に
通
学
路
で
重
大
な
交
通
事
故

が
発
生
し
た
が
、
そ
の
対
策
は
事
業

に
含
ま
れ
る
か
。

Ａ 

今
回
の
補
正
予
算
は
交
通
事
故
の
減

少
を
図
る
た
め
、
区
画
線
の
補
修
計

画
を
前
倒
し
す
る
も
の
で
、
主
に
幹

線
道
路
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
通

学
路
が
含
ま
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

警
察
で
も
横
断
歩
道
の
引
き
直
し
等
、

調
査
を
し
て
お
り
、
今
回
の
予
算
と

は
別
に
な
る
が
、
連
携
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

令
和
５
年
度　

補
正
予
算

中
学
校
教
育
環
境
整
備
事
業

Ｑ 

大
村
・
東
益
津
・
和
田
・
大
井
川
の

各
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
と
の
こ
と

だ
が
、
工
期
と
整
備
内
容
は
。

Ａ 

５
月
中
旬
か
ら
翌
年
２
月
末
ま
で
を

予
定
し
て
お
り
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

と
床
の
乾
式
化
、
併
せ
て
壁
や
天
井

の
改
修
も
行
う
。
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令和５・６年度特別会計予算（当初・補正）・条例等の審査概要 
《総務文教・市民福祉・建設経済常任委員会》

～ほか基幹管路・重要給水施設管路も工事を計画～

水道配水管の耐震化工事が進む

《
総
務
文
教
常
任
委
員
会
》

令
和
５
年
度
焼
津
市
土
地
取
得

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ 

土
地
貸
付
収
入
の
増
額
理
由
は
。

Ａ 

駐
車
場
の
貸
し
付
け
が
３
台
分
増
え
、

11

件
か
ら
14

件
に
な
っ
た
。

令
和
５
年
度
焼
津
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

Ｑ 

棚
卸
資
産
の
限
度
額
を
２
億
円
上
げ
、

29
億
円
と
し
た
理
由
は
。

Ａ 

診
療
技
術
の
進
歩
に
よ
る
病
気
の
発

見
症
例
の
増
加
、
高
額
医
療
品
の
増
加

で
医
薬
品
購
入
費
が
増
加
し
た
た
め
。

令
和
６
年
度
焼
津
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

Ｑ 

債
権
の
不
納
欠
損
と
な
る
基
準
は
。

Ａ 

未
納
の
方
が
亡
く
な
っ
た
り
、
自
己

破
産
、
時
効
と
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。

Ｑ 

特
別
損
失
の
内
容
は
。

Ａ 

旧
職
員
宿
舎
の
解
体
工
事
費
及
び
除

却
費
で
あ
る
。

Ｑ 

解
体
工
事
費
と
除
却
費
の
金
額
は
。

Ａ 

解
体
工
事
費
が
３
億
円
、
除
却
工
事
費

が
２
億
１
０
７
５
万
１
千
円
で
あ
る
。

Ｑ 

入
院
収
益
が
増
え
て
い
る
要
因
は
。

Ａ 

令
和
６
年
度
の
病
床
稼
働
率
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
前

の
平
成
30

年
度
と
同
水
準
の
85

％
を

目
標
設
定
し
た
こ
と
や
、
新
規
患
者

獲
得
の
取
り
組
み
、
診
療
単
価
の
増

加
な
ど
を
見
込
ん
だ
結
果
、
収
入
増

と
な
っ
た
。

Ｑ 

新
病
院
周
辺
道
路
整
備
に
係
る
補
償

費
の
内
容
は
。

Ａ 

新
病
院
建
設
に
あ
た
り
、
基
本
設
計

で
は
現
在
地
の
西
側
に
新
病
院
を
建

設
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
現
在

市
道
が
あ
る
場
所
が
敷
地
に
な
る
た

め
、
周
辺
道
路
の
付
け
替
え
を
行
う

こ
と
に
伴
う
令
和
６
年
度
の
補
償
費

で
あ
る
。

志
太
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更

Ｑ 

こ
れ
ま
で
も
志
太
広
域
事
務
組
合
の

施
設
更
新
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
施
設

も
今
回
の
改
正
内
容
と
同
じ
よ
う
な

算
定
方
法
で
更
新
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ 

ゴ
ミ
処
理
施
設
、
し
尿
処
理
施
設
や

斎
場
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
焼

津
・
藤
枝
両
市
の
負
担
区
分
が
組
合

規
約
で
決
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ゴ

ミ
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
建
設
や
運

営
に
つ
い
て
の
規
定
は
あ
っ
た
が
、

解
体
に
つ
い
て
は
無
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
回
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
る
。

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

令
和
６
年
度
焼
津
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

Ｑ 

歳
入
の
う
ち
、
国
民
健
康
保
険
税
収

入
額
が
前
年
度
よ
り
減
少
す
る
理
由

は
。

Ａ 

団
塊
の
世
代
の
被
保
険
者
が
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
た
こ
と
や
、

社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数
が
減
少

し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
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令
和
６
年
度
焼
津
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算

Ｑ 

第
９
期
焼
津
市
介
護
保
険
事
業
計
画

案
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
の

推
進
の
た
め
、
令
和
７
年
度
に
３
つ

の
施
設
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
関
連
し
た
令
和
６
年
度
の
予

算
計
上
は
。

Ａ 

令
和
６
年
度
は
事
業
者
の
選
定
の
み

の
予
定
で
あ
り
、
予
算
計
上
は
な
い
。

令和７年度の施設整備予定

（第９期焼津市介護保険事業計画案より）

令
和
６
年
度
焼
津
市
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

Ｑ 

歳
出
の
う
ち
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
納
付
金
を
増
額
し
た
理
由
は
。

Ａ 

被
保
険
者
数
の
増
加
に
加
え
て
、
令

和
６
年
度
の
保
険
料
率
の
改
定
に
よ

り
、
所
得
割
率
が
９
・
49

％
、
均
等

割
額
が
４
万
７
千
円
、
賦
課
限
度
額

が
80

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
出
産

育
児
支
援
金
分
が
新
た
に
賦
課
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

焼
津
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

Ｑ 

保
険
料
算
定
に
係
る
所
得
段
階
を
更

に
細
分
化
す
る
こ
と
は
検
討
し
た
か
。

Ａ 

所
得
段
階
を
更
に
細
分
化
し
た
場
合
、

高
所
得
者
の
保
険
料
率
が
大
幅
に
上

が
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
国
の
基
準

に
合
わ
せ
る
段
階
設
定
と
し
た
。

《
建
設
経
済
常
任
委
員
会
》

令
和
６
年
度
焼
津
市
温
泉
事
業

特
別
会
計

Ｑ 

温
泉
施
設
維
持
管
理
費
が
昨
年
に
比

べ
増
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ 

温
泉
管
の
延
伸
と
駅
前
足
湯
の
屋
根

増
設
、
温
泉
管
の
薬
液
洗
浄
と
ポ
ン

プ
の
購
入
代
金
で
あ
る
。

温
泉
管
は
「
な
か
む
ら
館
」
ま
で
あ

る
管
を
、
焼
津
駅
北
口
前
ま
で
延
伸

す
る
。

な
お
、
そ
の
途
中
の
駅
周
辺
ホ
テ
ル
か

ら
、
焼
津
温
泉
の
利
用
希
望
が
あ
る
。

令
和
６
年
度
焼
津
市
港
湾
事
業

特
別
会
計

Ｑ 

大
井
川
港
開
港
60
周
年
記
念
事
業
費

と
し
て
計
上
す
る
補
助
金
の
補
助
率

は
。

Ａ 

大
井
川
港
振
興
会
へ
の
補
助
金
で
、

補
助
率
は
２
分
の
１
で
あ
る
。

Ｑ 

社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
、
大
井

川
港
周
辺
で
燃
料
を
扱
う
企
業
の
撤

退
や
縮
小
は
な
い
か
。

Ａ 

企
業
へ
の
聞
き
取
り
で
大
井
川
港
は

重
要
な
物
流
拠
点
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
話
は
聞
い
て

い
な
い
。

令
和
６
年
度
焼
津
市
水
道
事
業

会
計
予
算

Ｑ 

令
和
６
年
度
の
配
水
管
耐
震
工
事
の

主
な
工
事
箇
所
は
。

Ａ 

三
ケ
名
の
神
明
宮
か
ら
文
化
会
館
へ

向
か
う
路
線
が
工
事
中
の
ほ
か
、
中

新
田
配
水
場
か
ら
北
部
へ
向
か
う
基

幹
管
路
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
大
井
川
西
小
学
校
か
ら
大
井

川
中
学
校
へ
向
か
う
管
路
は
、
中
学

校
が
避
難
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重

要
給
水
施
設
管
路
と
し
て
耐
震
化
工

事
を
検
討
し
て
い
る
。

焼
津
市
市
営
住
宅
等
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ｑ 

Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
に
よ
っ
て
市
営

住
宅
に
申
し
込
み
出
来
る
対
象
者
が

増
え
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
方
々

の
入
居
期
間
な
ど
に
制
限
は
な
い
か
。

Ａ 

今
回
の
改
正
に
入
居
期
間
は
関
係
し

な
い
。
ま
た
、
裁
判
所
か
ら
保
護
命

令
が
出
さ
れ
、
す
ぐ
に
入
居
し
た
い

方
は
、
目
的
外
使
用
と
し
て
緊
急
的

な
入
居
が
で
き
、
期
間
は
原
則
１
年

と
な
る
が
、
延
長
も
可
能
と
考
え
て

い
る
。

耐震工事中の区間地図

（焼津市水道事業HPより）
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